
夏休み号１ 

教職員は、長期休業期間を利用して、授業力や学級経営力、人権教育等、様々な研修に各々

参加して自己研鑽に勤しんでいます。校内においても今年の夏季休業中は、研修会を４回実

施しました。また、２学期に向けた準備もそれぞれ行っています。今回は、夏休み中の教職

員の様子についてお伝えします。 

 

【教科教育推進研修会―体育科―】 

体育科は「教科書」がなく、子ども

たちが楽しく且つしっかり力を身

に着けさせる授業づくりについて、

これまで多くの教職員が模索して

きています。そこで、今年度は体育

科の授業についての刀根山スタン

ダードの構築を目指し、教科教育研究テーマとして体

育科にスポットを当てて１年間取り組みを進めていま

す。７月２０日の午後、暑い中でしたが奈良教育大学の

中井先生をお迎えし、体育館での実践研修を行い、体育

科の授業づくりのポイントについて教職員が自ら動い

てみて「これは楽しくて夢中になる」「なるほど、この

ようにして単元を組めば子どもたちの技能は身につ

く」ということを感じ取りました。その後、多目的教室において、授業づくりや評価基準の

考え方を講義していただきました。 

 

【人権教育推進研修会―部落差別問題について―】 

 ＳＮＳが発展して動画の配信等が簡単にできる現在、悪質な動画による同和地区の差別事

象が起きています。居住地による差別がいまだに後を絶ちません。人が人を差別する実態を

きちんと理解し、何が課題でありどのように解決していくのかを、私たち教職員が今一度基

本に返って学ぶ必要があることから、７月２２日の午前中、吹田市教育委員会から西田先生

をお迎えして差別の歴史、実態等をわかりやすく講義していただきました。これからの社会

を担う子どもたちにどのように伝えるのか。そのためにはまず私たち教職員が、今回の研修

会をもとにして校内で自主研修会を積み重ねることが大切であると共通理解を図りました。 



【ＩＣＴ教育推進研修会―ＩＣＴ機器を使った取組み―】 

一人一台タブレット時代の波が、コロナ禍の学校へ一

気に押し寄せ、教職員にとっては新しい教育活動の推

進に目の回るような日々を過ごしています。ＩＣＴの

活用は、子どもたちの学習ツールの一つであると同時

に、教職員の働き方改革においても重要なツールとな

っています。教職員は、子どもたちが学校にいない時間

帯である午後３時半以降に、次の日の授業準備、日々の

ノート等のチェック、生活指導等、様々な業務をこなさ

なければなりません。そこで、少しでもＩＣＴ機器をうまく活用して教職員が時間を節約し

て業務を進めることができるよう、７月２５日の午前中に、ＩＣＴ研修として「ＴＥＡＭＳ」

の使い方を教職員同士が体験しました。Ｗｏｒｄや Excel を同時に編集したり、学年や同じ

校務を行う教職員同士が集合しての会議をせずともコメントを送信、返信しながら業務を進

められる等、働き方改革のツールとして積極的に活用できることが確認できました。 

 

【生活指導より―防犯研修―】 

今から２１年前の６月８日、大阪教育大学附属池田小

学校へ刃物を持った男が侵入し、複数の児童が殺傷さ

れるという痛ましい事件が起こり、それまでの「学校

は安全」という神話は突如崩壊しました。それ以来、

豊中市をはじめとする全国の公立学校では「防犯」意

識を高め、ID カードを常時身に着けたり、校門の機械

警備等、また各学校における「教職員による防犯訓練」

が行われてきました。本校も、コロナ前は毎年のよう

に防犯訓練は行ってきました。しかし、ここ数年は子どもたちの安全についてはコロナ対策

に重点が置かれたことと、このコロナ禍の数年で教職員の入れ替わりや経験の浅い教職員の

赴任が多かったことから、この機会に「防犯」について改めて確認し合う機会を設けました。

７月２７日の午後、大阪教育大学附属池田小の眞田校長をお迎えし、事件当時の様子や苦労、

その後の附属池田小の２０年の取組について貴重なお話をしていただきました。 

学校は子どもの命を守ることが最優先です。そのために教職員に何ができるのか。これま

で取り組んできていることは継続しながらも、課題になる点は少しずつ改めて行かなくては

なりません。また、子どもの安全は「保護者・地域の理解と協力」は欠かせません。今後と

も、学校と保護者・地域の皆様と一緒に子どもたちの安全を考えて行けたらと存じます。 



今年は、豊中市の事業として数年ぶりに「夏季休業

中のプール開放」が実施されます。コロナ感染が拡

大する中ですが、たくさんの子どもたちが来てくれ

たらと思います。 

プールは日々の機械による塩素注入やろ過運転に

より水質管理は欠かさず行っていますが、１学期の

水泳学習終了後は、８月３日のプール開放初日まで

は誰もプールに入ることがないため、どうしてもプ

ールの底や隅に藻が発生します。藻は人体には悪影響はありませ

んが、やはり見た目が緑色になるので気になる部分です。写真は、

本校の教職員が、「子どもたちに気持ちよくプールに入ってもら

いたい」との思いで、プール清掃をしてくれている様子です。暑

い中でしたが、とても張り切っていました。 


